
 
 
 
 

 

第４号  平成２４年７月２３日（月）発行 

京都府立久美浜高等学校 

１学期が終わりました。充実した日々を送ることができましたか？ さて、これまでにフロンティ

ア事業で取り組んできたことについて振り返ってみましょう。 

 

１  1 年生マナトレ及び『今解き教室』 

  １年生がアサトレの時間や産社の時間を使って基礎学力の向上の

ためにマナトレや新聞教材『今解き教室』に取り組みました。 

２  新聞閲覧コーナー 

     ２，３棟の間に新聞閲覧コーナーを設置しました。夏休みにも新

聞を 

読む習慣を身に付けましょう。 

３  アサトレの時間の活用 

   朝の１０分間を利用し、読書、小テスト、新聞読解などに取り組みました。 

４  資格取得の取組 

   ２年生の総合の時間を使って資格取得のための学習に取り組んでいます。今年度中に資格取得

を目指しましょう。 

５  ボランティアバンクスタート 

     現在２５名が登録し、ＫＴＲ丹後神野駅花壇の草花植栽、桃山の里ふれあいフェスタに参加し

ました。今後も多くの取組に参加する予定です。 

６  新聞への投稿 

  「思考の基盤」を築く取組の一環として、自分たちの考えを新聞に投稿し、今年度すでに７名の

生徒の意見が新聞に掲載されました。 

７  ツタンカーメン展及び大学見学ツアー 

   ５月２１日に大阪で開催されていたツタンカーメン展に行き、その後、神戸学院大学で大学見

学を行いました。歴史的遺産を目の当たりにし、また、大学見学を通じ学習への興味・関心を高

めることができました。 

８  学習時間調査 

   １学期中間、期末試験前の１週間の学習時間調査をしました。まだまだ学習時間が十分とは言え

ません。学習時間を伸ばし、夢を実現しましょう。 

９  ＱＵテストの実施 

  より良い学校生活と友達作りのためのアンケートを実施しま

した。１、２年生は３学期にももう一度実施し、指導に役立て

ます。 

１０  読書活動の推進 

  昨年度を上回るペースで貸し出し冊数が増えています。また、

『おすすめブックリスト』を発行するなど、読書活動の充実を図っています。 

１１  クラブ活動の活性化 

  多くの新入生がクラブに入りました。入っていない人は夏休み以降に是非入ろう！何かに打ち込

むことは人生を豊かにします。 

 

 以上のことに取り組んできて、皆さんにも関わりのあることが多くあったのではないでしょうか? 

ツタンカーメンツアーは1度きりの取組でしたが、それ以外は今後も継続して取り組んでいきます。 

 

  
裏面に続く 

フロンティア通信 



 

さて、表面のもの以外に、夏休み、2学期当初に取り組むことについてまとめてみます。 

 

１  夏休みの宿題の確認 

    特に１，２年生にはたくさんの宿題が出ます。宿

題を通じ、基礎学力を固めましょう。また、勉強す

る習慣と期日までに課題等を提出する習慣を付け

ましょう。 

２  教科書持ち帰り計画 

   夏休みの間は教科書を持ち帰り、夏休みの宿題等

に役立てましょう。また、2 学期以降も常に教科書

を持ちかえり、家庭学習の習慣を形成しましょう。 

３  生産科学系列学校見学及び企業見学ツアー 

  生産系列の生徒が府内専門学科を持つ高等学校の農業実習の見学や地元企業の見学を通じ、学習

意欲を高めます。 

４  教員による講話及び外部講師による講演 

   ２学期以降、教員による講演を行います。先生方の普段とは違った話が聞けることになるでし

ょう。また、外部からも講師を招き、積極的な高校生活が送れるような話を聞く機会を設けます。 

５  ＱＵテストのデータ活用の会議の実施 

     ＱＵテストの結果を効果的に活用するための会議を開きます。講師はセミナーを受講した本校

の教員が務めます。 

６  学力伸長に向けての会議の実施 

    これまでも学力伸長のための会議はありましたが、この夏から新たな枠組みでの会議を充実さ

せます。 

７  積極的な教員研修 

   教員もこの夏でレベルアップを目指します。校内外での研修を通じ、レベルアップを目指しま

す。 

 

 

 皆さんにとって、充実した夏休みを過ごすことができることを期待します。一回り成長した姿で２

学期に会いましょう。 

 第１号で示しましたが、もう一度、フロンティアの事業内容のイメージ図を以下に示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学力の基盤 

今までの学習内容を学び直

すとともに、応用力を伸ば

す。 

 

社会生活の基盤 

積極的な活動への参加し、

自己有用感を高める。 

 

思考の基盤 

言語を使った活動を充実

し、考える力を伸ばす。 

 
 

本校が目指す目標 

１．地域を支える人材の育成 

２．高校生として必要な基礎・基本の徹底 

３．希望進路の実現に必要な学力の保障 

４．地域と共に歩む学校 

久美浜高校生の目標 


